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 1. 保育所保育指針における「保育の目標」、「子どもの発達」、「保育の内容」を関連付けて保育内容を理解するとともに、  
  保育指針の各章のつながりを読み取り、保育の全体的な構造を理解する。 
 2. 保育内容の歴史的変遷について学び、保育内容について理解する。 
 3. 子どもや子ども集団の発達の特性や発達過程を踏まえ、観察や記録の観点を習得し、保育内容と子ども理解とのかか 
  わりについて学ぶ。 
 4. 子どもの生活全体を通して、養護（生命の保持、情緒の安定）と教育（健康・人間関係・環境・言葉・表現）が一体的に展 
  開することを具体的な保育実践につなげて理解する。 
 5. 保育の多様な展開について具体的に学ぶ。 
＜内容＞ 
 1. 保育の基本と保育内容 
  （1） 保育所保育指針に基づく保育の基本及び保育内容の理解 
  （2） 保育の全体構造と保育内容 
 2. 保育内容の歴史的変遷 
 3. 保育内容と子ども理解 
  （1） 子どもの発達の特性と保育内容 
  （2） 個と集団の発達と保育内容 
  （3） 保育における観察 
  （4） 保育における記録 
 4. 保育の基本を踏まえた保育内容の展開 
  （1） 養護と教育が一体的に展開する保育 
  （2） 環境を通して行う保育 
  （3） 遊びによる総合的な保育 
  （4） 生活や発達の連続性に考慮した保育 
  （5） 家庭、地域、小学校との連携を踏まえた保育 
 5. 保育の多様な展開 
  （1） 乳児保育 
  （2） 長時間の保育 
  （3） 特別な支援を必要とする子どもの保育 
















































＜目標＞   
 1.保育所保育指針の歴史的な変遷を理解した上で、現指針の各章のつながりを踏まえた保育の全体的な構造について説  
  明することができる。  
 2.保育の往還性（計画・実践・記録（省察）・改善のくりかえし）について説明することができる。 
 3.今後いっそうの広がりを見せるであろう、保育士に求められる社会的役割を理解し、その具体的展開について説明する 
  ことができる。 
＜内容＞ 
 1. 保育士・幼稚園教諭養成課程としての2年間 
  （1）保育3実習と幼稚園教育実習 
  （2） 実習の段階性と連続性 
  （3）保育士・幼稚園教諭の専門性 
 2. 保育の歴史 
  （1）保育所・幼稚園制度の歩み 
  （2）現在の保育行政 
  （3）保育内容の変遷 
 3. 保育内容と子ども理解 
  （1） 子どもの発達過程と保育所保育指針・幼稚園教育要領 
  （2）保育における観察と記録 
  （3） 保育における計画 
 4. 保育の多様な展開と現代保育の課題 
  （1）子育て家庭支援 
  （2） 特別支援教（保）育 







































  1学年の定員数 取得可能な免許資格 当該学科の選任教員数 
（そのうち保育現場経験者数） 



















































































保育学・幼児教育学 1年目 有 無（ただし平成27年度より保育所実習担当予定） 
教職研究、教育課程総論、保育原理B、教
育・保育実践演習など 









B短期大学 1名 保育学・幼児教育学 8年目 有 有 
（幼稚園実習,保育所実習,施設実習） 
カリキュラム論、教育実践演習など 
C短期大学 1名 保育学・幼児教育学 26年目 有 有 
（幼稚園実習,保育所実習） 
保育課程論、子ども文化など 




E短期大学 1名 保育学・幼児教育学 4年目 有 有 
（幼稚園実習保育所実習） 
保育原理、保育所実習など 











開講学年・期 クラス規模 使用テキスト 授業形態
本学 1年前学期 54名 近藤幹生編著『子どもと社会の未来を拓く ―保育内容― 総論』青鞜社、2012 授業の前半講義を行い、後半に演習を実施
A短期大学 1年前学期 35名 （財）幼少年教育研究所 編著『遊びの指導』同文書院、2009 他の科目で学んだ理論に基づき演習を実施もしくは授業の前半講義を行い、後半に演習を実施
B短期大学 1年前学期 60名 塩美佐枝編著『保育内容総論』同文書院、2003 他の科目で学んだ理論に基づき演習を実施もしくは授業の前半講義を行い、後半に演習を実施
C短期大学 2年前学期 60名 北野幸子ほか編著『遊び・生活・学びを培う教育保育の方法と技術』北大路書房、2009
他の科目で学んだ理論に基づき演習を実施
もしくは授業の前半講義を行い、後半に演習を実施
D大学 2年後学期 35名 厚生労働省『保育所保育指針解説書』フレーベル館、2008 他の科目で学んだ理論に基づき演習を実施もしくは授業の前半講義を行い、後半に演習を実施
E短期大学 1年後学期 60名 厚生労働省『保育所保育指針解説書』フレーベル館、2008 他の科目で学んだ理論に基づき演習を実施
F短期大学 2年後学期 35名 厚生労働省『保育所保育指針解説書』フレーベル館、2008 他の科目で学んだ理論に基づき演習を実施もしくは授業の前半講義を行い、後半に演習を実施
G大学短期
大学部 2年前学期 70名・45名・45名
大豆生田啓友ほか編『保育方法・指導法』ミネルヴァ書房、2012
文部科学省『幼稚園教育要領解説』フルーベル館、2008
厚生労働省『保育所保育指針解説』フレーベル館、2008
文部科学省『幼稚園教育指導資料第３集幼児理解と評価』ぎょう
せい、2010
（参考書：大豆生田啓友ほか編『保育内容総論』ミネルヴァ書房、
2014）
他の科目で学んだ理論に基づき演習を実施
もしくは授業の前半講義を行い、後半に演習を実施
さらに市の子育て支援施設における実践体験を実施
222
３．考察と今後の課題―まとめにかえて―
　今回の調査を通し，他の養成施設も「保育内容総論」
の授業運営に苦慮していることが窺えた。具体的には，
「設定保育の計画立案だけでなく，発表まで行う予定
だったが，学生の理解不足により実施できなかった」
「生活経験が少なく，基本的生活習慣が身についていな
い学生が増加するとともに，児童文化が継承されていな
い状況も鮮明になってきた」といった学生の質の低下を
憂う声や，「少人数グループでの演習活動を行うも，モ
チベーションの低い学生は他の学生に委ねてしまい，参
加しない状況が生まれてしまう」といった意欲・積極性
の乏しさを問題視する声が聞かれた。これらは，本学の
抱える課題のひとつである「学生の資質」と同質のもの
であり，２年制養成課程のどの時点で開講するかにかか
わらず，担当者の頭を悩ませ続ける課題だろう。
　一方，開講時期を変更することで一定の成果が期待で
きる課題もある。本学以外のすべての養成施設が他の専
門科目で学んだ理論に基づき演習を行っていることを表
５で示したが，本学においても，「保育内容総論」の開
講時期を現在の１年前学期から例えば１年後学期に移
す９ことで，半年間の専門教育の蓄積を基にした授業運
営が可能となると考える。
　しかし，注目すべきは，本学同様，１年前学期に「保
育内容総論」を開講している養成施設も，他の専門科目
で学んだ理論に基づき演習を行っていると回答している
点である。これは，同学期に開講する他の専門科目にお
ける教授内容を把握した上で「保育内容総論」の授業運
営を行っているということであり，学科教員相互の協働
体制が確立していることを意味している。本学において
も FD などを通し，教員間の情報共有や課題共有に努め
てはいるが，こと授業運営に関しては担当者個々人の裁
量に委ねられている面も多い。「保育内容総論」に関し
て言えば，内容演習に相当する前述の８科目や，幼稚園
教諭２種免許取得のための必修科目である「教育課程総
論」と深い相関関係にあるが，それぞれの科目担当者と
事前に協議することなしに，各々が自身の担当科目の教
授内容を定めているという実態がある。教員各自が自身
の授業を改善するため，授業研究を継続的に行うことは
もちろん，本学幼児保育学科の養成カリキュラム全体に
おける各科目の位置づけと相関性を明確にし，全学科教
員がすべての科目の教授内容について情報を共有するこ
とが必要であろう。
　現在，本学幼児保育学科では，各科目が何年次のいず
れの学期に開講しており，必修と選択のいずれであるか
を示す科目配置図を学生に開示しているが，科目配置図
からは，各科目の相関関係を読み取ることはできない。
本学幼児保育学科の「第５次　中期総合計画」10　では
「教育の質保障に向けた教育課程再編とトータルな指導
体制の整備」として「教育効果向上のための教育課程の
再編検討」が掲げられ，平成26年度をその完成年度と
していたが，現行のカリキュラムの効果測定を以降も継
続して行い，必要に応じて弾力的に再編し続けていくこ
とが必要となるだろう。併せて，学習内容の順序性と科
目間の関連性を同時に図示化したフローチャートやダイ
ヤグラムであるカリキュラム・マップの開発を急がなく
てはならないと考える。
　「保育内容総論」という一つの科目に限らず，学科全
体のカリキュラムの体系化と可視化を目指し，そのため
の教員間の協働体制の確立を図ることが学科を挙げて取
り組むべき課題であることが今回の研究を通し，明らか
となった。以降，学科を挙げてこの課題に取り組み，そ
の成果を改めて報告したい。
９ 　現在，「保育内容総論」の開講クラス全４クラスのうち２つのクラスを専任教員３名によるオムニバス形式で授業を担当している
が，平成27年度より，うち１名の教員による担当となることが予定されている。この教員の「保育内容総論」以外の担当科目の開
講時期との兼ね合いから，早ければ平成28年度から「保育内容総論」を１年後学期に開講することを検討している。
　シークエンスを考慮し科目を配置することを最優先とするべきではあるが，一人の教員が1学期の中で担当できる科目数には限界
があり，科目によっては本来望まれる開講時期とは異なる学期での開講となるか，もしくは専任教員ではなく，外部の非常勤講師
に委託することも多い。
10 　中村学園の運営の事業計画の一つである中期総合計画は，５年ごとに策定する。第５次中期総合計画は平成22年度から平成26年
度を対象とした。「アドミッションポリシーに適合した入学者の確保のための積極的な情報発信と入学前教育の充実」，「教育の質保
障に向けた教育課程再編とトータルな指導体制の整備」，「施設設備による実践的な教育の推進」の３項目を掲げた教育計画と，「教
員の個人研究費・研究室および研究専念時間確保，研究の推進，教育への還元」，「プロジェクト研究の推進」，「科学研究費補助金
の申請率と採択率の向上（新規採択率10％）」，「外部研究費の獲得」の４項目を掲げた研究計画とから成る。
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